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バ ー リンとケイの色名進化論の中の中国語色名の
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Abstrac 量

AcGordlng　to　Berlin　and 　Kay
，
s　theQry　Qf　the　evolution 　of　cQlor　terms，　Mandarln　uses 　only　the　basic

colorterms んe1，わθ〆，わoρg，　hwang 　and 　Lan ，Consequently，　the　devebpment 　Qf　Mandarin　Oolorterms

is　slow 　compared 　to　Japanese
、
　Korean

，
　and 　Cantonese ，　 This　s重udy 　attempts 　to　examine 　research 　and

statist］cs 　Gomp 「led　of　colorterms 　m 　classio 　Ilterature　tO　present　the　lnaccurao「es　of　Berlin　and 　Kay7s

theQry　of　evolutlon 　of　Golor 　terms 　as 　regards 　Mandarin ，　 Furthermore ，　the　lacts　demonstrate　that　as

bng 　as 　2000　years　ago ，　Mandarlnused　at　Ieast　ll　different　colorterms ，　In　addit めn，　the　results 　of　this

study 　also　demonstrate　thaミthe　development　of　Mandarln 　color 　terms　is　generally　no 　d 「fferent　from

the　Ianguages 　Qf　other 　races ，

要　旨

　バ ー
リン と ケイ （B ．Berlin　g 　P ．　Kay ）の 色名進化論に よれば，標準中国語 （Mandarin ）に は基本色名が

白，黒，紅，黄 ， 緑， 藍の 6種類 しかないか ら ， 日本 語 ， 韓国語 （Korean ），広棗語 （Oantonese ）な どに

比して 発展が遅れた こ とが力説されて い る 。 本研究は主 に色名が存在する 歴史的文献に よ っ て ，バー
リン とケイの

色名進化論に ある標準中国語に つ い て の 問題点を明らかにする 。 つ まり標準中国語の起源で ある古代中国語 に は，

西暦紀元前にすで に1｝種類以上の基本色名が存在して い た 。 そ して中国語にある色名の発展が他の民族の色名進化

状態 ともあま り変わらな い こ とを明らか に した 。

L 二：二：二二：二二 ］ 4 ［ 二 ＝二 二二二 1
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

L旦杢色彩望董 」 OLUME 　 22　 NUMBER 　 11998 コ

　1．色名進化論

　バ
ー 1

丿ン とケイとが共著した 「基本色名」（Basio

Color 　Terms ）には，各民 族 の 言語にある黒， 臼 ，

赤，黄，齋，茶，グレイ，オレン ジ，紫，ピン クの 11

個の色名に相当するものが基本色名とされて い る 。 著

者 らによると，人類文化の発展は基本色名の使用状態

を見れば理解 で きる。 即ちその文化の発展段階は ， 次

の 7つ の段階に分けられて い る と言及 して い る 。
つ ま

りm黒，白の色名しか使わな い段階，（2〕さらに赤 の 色

名を使 う段階，（3）さら に黄の色名を便う段階，｛4）t． ら

に緑の色名を使う段階，  さ ら に青の 色名を使う段階，

（6）さらに茶の色名を使 う段階 ， 〔7最 後 にグレ イ，オ レ

ン ジ，紫，ピン クなどの 色名が ↑個ある い は 1個以上

に使われる段階で，これは最高の 段階 で もある 。 ただ

し， その中の第 3と第遡段階はたまに民族 によ っ て 逆

に発展する場合もある と い う論旨で あ る 。

D
図 1はそ

の 7つ の 段階を示すものである 。

　JIE∋ Z 日10Eの有彩色の基本色名は 「赤 ， 黄赤 ， 黄，

黄緑，緑，青緑，青，菁紫，紫，赤紫」で あり，無彩

色の基本色名は 「白，灰 ， 黒」で ある が ， 本論はバ
ー

リン とケイの色名進化論と比較す る の で，彼らが定義

した 「基本色名」に従う 。 彼らは特 に 「基本色名」を

定義して，ハ つ の規準を述 べ て い る 。 その中の 注意す

べ き所は次 の 三 っ の 規準 で ある。

　規準q）：そ れは単純語 （monoiexmlo ）で あ り ，

そ の 意味は色名の 局部か ら予想 で ぎな い。例 え ば

blui＄h．　 Iemon −oojored ，　 salmon −oolo 「ed ，

ある いは団 ue −green などは基本色名にな らな い 。

　規潮 2）：
一

つ の 基本色名の 明確な意眛は他の如何な

る 色名 の 中 にも 含 ま れな い 。 例 え ば crimson ，

scarlet は基本色名に な ら な い，そ の 原因は最 も多

くの英語使用者にとっ て，両者の意味は重複し，どち

らもred の 中に含まれるか らで ある 。

　規準  ： 色名が同時に物体名 で あ り，そ してその物

体がこの色名の色彩を持 つ 時 は信用 で きな い 。例えば

goLd ，＄ilver，　a ＄h （火 の 灰）は墓本色名にならな

い，そ して英語 に ある orange は，場合によ っ て は

黒＼

／

購

臼

鋤

赤 慧 青 一 階
第2段階　第3段賠　第4段隠　　　第5段階　　　第6毀階　　　　第7穀階

図 1　 バーリン とケ イ に よる 色名進化論の基 本色名の 現 わ

　　 れる 順序

基本色名にな らな い 。

？）

　マ ンセ ルが orange を使わな くて，記号 と して

YR を使うの は ， まさに こ う い う規準に合 っ て い たが ，

バ
ー

リン とケ イは実 際には ， orange がやは つ英語

の 基本色名か ら除かれな い こ とにして い る 。 こ う い う

色名は具象色名や 1貫用色名とも い えようが ， 基本色名

は抽象色名ともい えよ う 。

　バー
リン とケイはか つ て 各民族の使 っ た 基本色名 を

比較研究 して，文化 の 発展の レベ ルが高い民族 ほど，

そ の使う 基本色名が多い の で あ る 。 ア フ リカ にい る 20

種類の 民族 は，黒，白，赤の 3種類 の 色名 しか使わな

いが，彼ら に は色名を細かく分別する 必要がな い と 思

われる 。 ま さ に マ グナ ス （日．Magnus ）が苫 っ た

ように 「原始の人類は色彩を分別する こ とができるが，

緑色と青色とを名付ける こ と が で きな い
，

こ うい う色

彩が名付 けなけれ ばならないことはこっ けいな こ とで

ある と思われる 。 」
3）

　しか しバ ー 1
丿ン と ケ イは色名のための文学的調査が

不充分である こ とも認めた 。 その著作には，EO種類の

言語 にある 色名を実際 に 調査 した も の で あ る が， 他の

7S種類の言語にある色名 は他の学者の研究結果から引

用 したもの で ある 。 標準中国語にある 色名 は他の 学者

の 研究結果 か ら 引用 し た も の で あ る 。 標準中国語に あ

る色名の資料もマ ッ クル ア （E．MoOlure ）とマ ダ

ラ ズ （P．Madaraz ）の研究に よ るもの で あ る 。

4）

一
．．

一 ．．

　2．古代中国語にある色名の調査

　筆者 は以前ORA に投稿 した論文 「B 日sk ⊃ Man −

darin　 Oolor　Terms 」
5｝

に，話 し言葉にある基本

色名の 調査結果 を 発表 した 。 そ の中に
，

標準中国語 に

ある基本色名が白，黒，紅，灰，黄，緑，藍の 6種類

しかな い の で はなく ， 確かに褐 ， 灰 ， 橙 ， 桃 ， 紫があ

っ て 合わせ て 11種類 の 基本色名があ っ た こ とを立証 し

た 。 それば か D で な く，そ れ ら の 基本色名の 色範囲を

十分 に 調査 し た 。

　そ して その色範囲がバーリン とケイの 引用した資料

よ りかなり広 い ことを知 っ た 。 （図 2，図 3）

　本論はさらに ， 徹底的に霽き言葉にある基本色名を

十分 に調査 しようとするもの で ある 。 古代中国語は今

日の標準中国語の 起源 で あるから，本論は古代中国語

にあ る 基本色名を調査 して みた 。 調査する時に，まず

あ らゆる有名な古書にある全 て の色名を調 べ て 統計化

し，そ して 各古書 の 出版された年代やその先後によ っ

て ， 全 て の色名の 現われ た 年代や そ の 先後を確か め た 。

＝ 二 二 ］ 5 ［
　一

一
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

匚 JOURNAL 　OF　THE 　COLOR 　SCIENCE　ASSOCIATION 　 OF 　JAPAN

自

黒

2

　

図

　 A　sB　　　　　5BP　　　　5P　　　　　sRP　　　　5R　　　　　sYR　　　　5Y　　　　　sGY　　　　sG　　　　　5BG　　IO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8
11．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6
1i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5
．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4
’

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

　 JzZZZZ3 ：S ：13333 ；13 ：i4 　　　　　　　　 U1 、 ［ 11111Z222Z 　1
　 　 5678901234567890123456789 〔｝ 1234F ）678901 呂 34

　筆者の調査による標準中国語にある基本色名とその 中心色 〔格子の 中の 数字は幾人がその 色 を ある 色名の 中心 色 と選

　択したかを 示す 。 兎の 中の数字は重復選択さ れ て い る こ とを 示す。 例え ば E三37の 色は
一

人ず つ によ っ て 紫 と桃 と認 め

　 られる 。 CB の色 は橙 とも黄とも 認め られるが，5人がそ れを黄 と 認 め，1人が それ を 橙 と認 め て いる。）

一
　

1 6H ．韮
・ ・・1

一

．一「

、…：藩．奎．
’
1
’・1 112 1 ・li、i・，． …、…、董 、；1

 ’：’・
…
’．’i；i董 ．111

・
．1・i
』：

・i謹i……li
’
・
』
』
』

　 1r薹 1．11．
’
「

EF

I

L、1ii韮
』
．：、
・i…　｝

・ir；
≡．
L
．
「
｝騨

・｝’；
・軒

’11．1
「
1・．　　 ・

一

：「
・1 ．

1 ；江

1 ヒ

白 A5BBCDEFGHI

轗…

“
褸

5BP 5P 5RP 5R 5YR 5Y 5GY 5G一 一 ．内

．
犠 弗
LL’「．、 」．

一

一内
　 「冒 一 一

h
　
　
　

　一

w
婆 L

蕪
「
、LL 嚢

写』』』辷’’”
≧
’
7

灘・．．．
7

ドL 嚢・
、糞 ．．r111、≡藁・・

1
耄．rLL1」11、一 ヒー 醐

　黒 Jz 。 。 。 、 33333333334 　 　 　 　 　 、 11111111122

　 0 　 5578901Z3 ！1567890123456 ？ 890123 ！15678901

図 3　バ
ー

リン とケ イの標準中国語に ある 基本色名とそ の色 域 （黒点の付 いた所 が 中心 色を示 す）
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　それ らの色 名の ある有 名な古書に は，詩 經 （約

BO1000年
〜48D年）の ほ か ，

ま た論 語 （約 BO450

年），孟 子 （約 BO280年），周 礼 （約 BO20D年）， 淮

南子 （約 巳〔⊃120年）， 爾雅 （約 BCIOO年）などが あ

る 。 詩經は中国最古の 詩集，長期間に作られた後に，

孔子 の 編とい われ る 。 中には三 部門に大別され て い る 。

つ ま り 各 国 の 民 謡 の 「風」 （例 え ば 厂鄭 風 」）， 朝廷 の

音楽 の 「雅」 （例えば 「大雅」），及び宗廟の祭祀の音

楽の 「頌」（例 え ば 「周頌」）で あり ， 全部 で 39，124個

の 文字がある。 論語は ， 孔子が語 っ た書葉を ， 弟子た

ちが編集 し，全部で 12，700個の 文字 が ある 。 孟 子 は 中

国戦国時代の 思想家孟 子の言葉を しる し た書で，周礼

は周時代の自僚制度を記録 したもの，淮南子 は漢時代

の；隹南王劉安が書 い たもの で あり ， 爾雅は同じ漢時代

の古典や事物名を解釈 した書 で ある。

　調査 した結果は ， 詩經にある 色名が最も多くて，そ

して 最も早 く現われた 。 かつ て フ ラ ン ス 学者の グハ ネ

（Granet ）は， 詩經だけが古代の話 し言葉に 近 い と

い っ て い る。
S）

こ の 言 葉 は即 古代中国 語 で あ り，文言

文が記述する対象 で ある 。 表 2 は詩經以下の 古書 に あ

る色名 の 調査結果で ある。そ の 中に ， まず現われたも

のは基本色名 で ある 。

　こ こ で ，も し記述資料 の 調査 を さ ら に 拡大して ， 各

時代の各種類の著作にある 色名を統計し て見 て も，中
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表 1　 西 暦紀元前の 漢字に ある色名 の現われる文献一覧表

名 劇 初めて出現 した文献 日本語訳

自 1 巳ClOOO ．經周頌 ： 「有客有客，亦白其夥。 i 「お客樣だ，お客樣だ。彼は先祖の ように自い 馬で寄 っ て

’
る」

廿
　玄
一

鼬C820年 一．，　　　　 ：　「載鞴 ，壬駢 …孑齷易，　」
「染めたシ ル クは玄と黄の もの ともあり，朱色の もの はさ

らに鮮やかである」
一

赤
　
　

青

BC770年

　．．．
lBC750年

一．，　　 ： 「獻其貔皮。赤豹黄羆 。 」

．輕鄭風 ： 「青青子衿，悠燃 ［あ 」

「赤い ひ ょ うと恐しい黄色の くまとともに自い きつ ねの

を捧げて い る」

「青い え りを思えば ，貴方が恋しい 」

．．
一
経風 ： 「緑衣黄裏。」

一．經 座風 ： 「莫赤匪狐，斃黒匪烏。 」

「緑色の 上着に黄色の裏地 」
「きつ ねより赤い もの はなく

，からすより黒い もの もない 」

BC720年

・BC450年

語郷窯 ： 「君子不以甜娵飾，」

語郷黨 ： 「紅紫不以為剰 侵。 」

譎陽貨 ： 「惡紫之奪朱也 。 1　　　．．一

「君子は甜色や茶色を服の装飾に しない 」

「肌着は ピン クや紫色にしない 」

「紫が朱にと っ て代わるの はけしか らん 1

線

黒

　 幺

、

霧
肖 白

、自

彝 ．
同 憩
凶
黒

．一．．．．一
『
子騰文公上 ： 「歇粥，面深墨 。 」．

「彼はかゆ をちびちびすすり，顔色が真 っ 黒になっ た 」
・BC280年　　尸．

BC2GO年

BC120隼

p 礼考工 記 ： 「凡相膠
……

， 鹿膠青
一

，馬膠赤自，牛膠火赤，」

　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．一．一一一．一一
「にかわの 分類と吉えば ・一

， 鹿によるにかわは青白で

り，馬による嬲 ま赤白であり，牛によるにかわは火の よう

r 赤である 」

南子説山訓 ： 「采薪者
……

，見離

、戯 之。 」 淮南子脩務訓 ； 「尭痩躍，

黴黒 ， 禹胼胝 。 」

　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．一．．．．一一．一．
「採薪するものは

……
，ねぎの ような線色の 薪を見付か っ

も，それをとり出す」
「尭はやせてお り， 舜の顔色がカ

“
の ように黒い

， 禹の肌が粗い 」

蕪　 4BCIOO 年

　　 器 ： 「．染 謂之縁 ，再染謂

， 三染謂之縹。 」

　　 田
： 「陰臼雜毛 ，駟 。 」

1．闘洞 に染めれば，縁 （赤黄）とい い ，二 回に染めれば，

　 （うす赤）とい い ，三 回に染めれば ， 繧 （黄み の朱）と

い う」
「グレイと自の毛の混ざっ た馬を駟とい う」．．．． 一． ．．．．．一．．．．一

説明 ：堯，舜，禹の三人が中国商時代 （歴史記述時f匂 以前の皇帝である 。

国語にある基本色名 はす で にバ
ー

リン と ケイの い う 11

種類を備え て い る 。 筆者はかつ て 中国語の青き言葉と

話 し言葉 とにある色名を調査 した 。 古来の哲学，宗教，

社会科学，語学 ， 自然科学 ， 応用化学，芸術，文学，

地理 と歴 史など 9種類の 55冊の名著 に使われた基本色

名 は表 2のようであ っ た 。

　こ の調査 で は ， 全部で2，旧B個の色名が得ら れ，平

均して
一

冊の本に 40儼の 色名が使われ て い る。こ れら

の色名 は合せ て 72，912回も使わ れ た 。 そ れ に 最も頻繁

に使われた色名は表 Eのベ ス ト10で ある 。 表 2にはま

た各基本色名そ れぞ れの使われた回数をも示 し。 第 ID

表 2　九種類の 名著 にあ る 基 本 色 名 の ベ ス トIOと その 現わ

　　 れる 回 数一覧表

名 黝 澱 名 現練る甌
广

現練る殴 現撫禰

自 8，501 5，！95 4，678、正 31957

3， 219
　一

目
r2

，630 某 2，205
．

21272

、 2120｝火　　L396

：＝ ＝ 二二 ＝＝＝ ：］ 7

番の灰 から 見 て も，平均
一

冊 の本が25色名の灰を使 っ

（ いる 。 この ベ ス ト10はまざにバ
ー

リンとケイのいう

11種類の 基本色名の大部分を含ん で い た 。 そ の 中に白

が圧倒的に多い の はそ れが歴 史の 最も古い色名で ある

（BOIOOO年）か らであろう 。

匚

　3。調査の結果と色名進化論の 比較

　表 1か ら見 ると，古代の漢民族がかな り複雑な色名

を使 っ た こ とが明 らかにな っ て い る。そ の 中 に 特に基

本色名を取り出しr ，図 4の ようにま とめれば，バ
ー

リ ン と ケ イが言 っ た 色名進化論 も 明白で あ る 。 実証 の

資料 によ っ て 作 っ た図 4はバ
ー

リンとケイの図 3と異

な る 。 そ の 中に古代中国語 にお い て ， 紅 はビン クを意

味 し ， 諏 は雀 の 頭 の 色 と似 て い る 色 で あ り ， 「説 文解

字」の 段氏注 ：「縹 を黒の 染料に染め れ ば ， 緻 にな

る 。 」緻 は 即 ち茶色 で あ り，陰は う す い 黒 ，即 ち灰 色

で あ り，縹 は黄み の 朱，即 ちだ い だ い色 で あ る 。

　基本色名の数だけで な く，中国語色名の 進化の プ ロ

ー コ
N 工工
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緻

紅

紫

　

→

　
　

　
｝

黒

　

緑

　

→

　
一

　

青

　

→

　
皿

　
【

　

赤

　

→

）
一

）

玄

黄

朱

（

→

ー

　
｝

　
一

　

白

BClOOO年　BCs20年　BC770年　BC750年　BC720年　BC450年　BClOO年

図 4　 古代中国語 の 基本色名の現われる順序

セ スも，バ
ー

リンと ケイのそれ に 近 い 。 特に その初め

の 白や終 つのグレイ，オ レン ジはある程度似て い る 。

異なると こ ろと い えば ， 黄と青とは早めに現われる こ

とで あ り，そ して 黄と玄 （黒 に近 い 色〉と朱 （赤 に近

い色）と は 同時に現われる こ とで ある 。 それからブラ

ウン系の緻は紅 ， 紫より早 く現われたのではなく，そ

れ は同時に出現 して い る。

　またケイ とマ クダニ エ ル によると
n

， 人類の色名進

化の プ ロ セ ス で，始め は 色名 の 示 す色彩 が往々にして

混沌 とした状態であり，例えば二 つ の色名 しか使われ

な い第
一

段階には ，

一
つ の色名が示すのは実は臼，赤，

黄などの う す い 色と暖邑糸 （WfRIY ）を含ん で い る。

　

　

／ N

　X

Stagel　　　Stage互　　　Stage匡

／

　

もう
一

つ の色名が示すの は黒，緑，青など暗 い色と寒

色糸 （〔∋n ／Bu ／Bk ）をも含ん で い る。

　そ して後の 進化の 段階にな っ て 次第に分化して，明

確な色を示す意が逐次 に出て くる 。 例えば三 つ の 色名

を使う第二 段 階には ， その
一

番目の色名が示すのは白 ，

赤 ， 黄を含んだ色名から分化 して ，初め て 白が出 て く

る が，残る 赤，黄を含んだも の （wy ）は そ の まま

二 番冒の色名を示す。 そ して 黒，緑，青を含んで い る

色名は こ の第二 段階に はまだ分化して い ない 三番囲の

色名とな り ， その分化は第 三 段階以後まで待たなけれ

ばならな い。

　第三 段階にはまた二 途 に分けて ，そ の
一

途 は白の 色

名と赤，黄を含ん だ色名 （R／Y ＞と がその ま ま であ

るが，黒，緑，青な ど暗 い 色 （〔∋n／Bu ／Bk ）を も

含ん で い るものか らは ， 緑 ， 青を含 んだ もの （Gn ／

Bu ）が初め て 分化 して 三 番 目の 色名 とな る ，残 る 黒

そのもの が四番目の 色名とな る 。 もう
一
途は赤，黄を

含んだもの （R／Y ）が分化して，赤，黄の色名がそ

れぞれ出て ，二 番目と 三 番 目の 色名となる。そ して 黒 ，

　　　　　　　　　 緑 ， 青な ど暗 い 色 （〔∋n ／Bu ／

図 5　ケ イ と マ クダ ニ エ ル に よ る色 名分化説

Stage爆

白  

　 （Y）
、  

　 ¶吊…m「一「广欄−

白 

　〔Y〕

自  

　（Y〕

自醐

　〔Y〕
、 （R｝

肖 〔B謎）

　｛Bu／Bk〕

目 ｛Bu〕

白留1 〔R／0〕

lBu／Bk）

、｛R｝

〔Bu／Bk）

　｛ω

＿〔Bk｝　 一

1OOOBC 820BC 770BC 750BC

図 5　古代 中 国 語に ある 基 本 色 名の分 化 （第五 段階以後省略）

720BC

Bk ）をも含 ん で い る も の が そ

の まま四番目の 色名となる 。 も

ち ろんその最高の第七段階に あ

る 11種類の基本色名は全部明確

な色彩を示す ， こ れは色名分化

説とも言え よ う （図 5）。

　古代中鬮語の色名はある程度

ケイとマ クダ ニ エ ルの い う状態

に似 て い る。例え ば暗 い 寒色を

意味す る には玄 で は足りな い で

あろ う か ら，蕎が現われ，蕎で

はまだ足 つな い であろうから ，

緑や黒が現われ て い る 。 ある い

は明る い 暖色を黄昧す る の に朱

だけで は足 りな い であろ うか ら，

赤が現われ る 。 これ ら 玄，朱，

白，黄，赤，青，緑，黒の色名

は今 Eヨで も使われ て い る 。 但し

白と黄色とは第二 段階から分化

して いない （図 6）。

　4．古代中国語にある色名の

特徴

　古代中国 で は基 本色名の意識

［二二：二二＝＝＝二：＝＝：＝ 二＝＝コ 8 ［＝＝ニー ］
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がかな り強 い から，故意に第
一

次色の臼，黒 赤，黄，

青 を 「正色」と言 い （表 3）， ま た そ の 第 二 次 色 を

「間 色」と言 っ て い る （表 4）。西洋 の 色名はほとん ど

表謇文字を使うが，中国語の色名はまれに表音文字を

使 う。中国語の基本色名の漢字に は ， 表意文字と 形声

表 3　 中国語にある正 色色名の表意字の構成

白 玄 赤 朱 黄 青「．1 −、 …
白

黒

黒 削黒 赤 だ1礎1 主

．．．旦一一

嬲 日晄 殿と火 と棚睨 大と火 咏

黄

田 生と丼

表 4　中国語 にあ る 主な間 色色名の 形声字の構成

緑 紫 緻

、．．一一．．．
　 饌 舘

一
褐

俵

紙
ピンクん 綜 紫 茶． ひ こん 茶

彡 糸偏 系偏 、偏 こ鯖． 偏一

音 工 景 此

、偏、
取 熏

繦 ．一

甘 曷

名 藍 蒼 橙 桃 碧 陰
’

肖 ， 洫吏い ピンク う訓 目 灰

一

懐一ゴ内17

彫
日

あい〔广．广．内

再偏
監

諞 偏 偏 で偏 偏．一
倉 登 兆 白 会

表 5　 古 代 中 国 語 と英 語 色 名進化論とに ある低彩度の 基 本

　　 色名比較表

古代中国語 バーリンとケイ ケイとマクダ期 馨

酩とそ轍 　 酩とそ嘱 酩とその縅 蟹とその黻

随 、十 、．、、〔L 什 臼 ピンク 、＋ 白 ンク
．
纛十

＿十＿自 ＋臼 ブラウン 十，、、ラウン 笠 十、、、

嘛
十 ．丶、示 肖 ＋ 臼 クア／

一
コイス

十 目

一一
十．、、

へ ・“、＋白

十 ＿ 豊 ÷臼 一 ル
ー
ン／

｛一ガンデ仁

、、、十 力

■鹽 目 十，、、

青 十、、．
噛
ヤルトル

ー

r
仏

十 肖

塾
＋方．一ヒ

．一

一
合計 蔓3 個 合計2 飼 合計5個

表 6　古代中国の 五 行 と正 色，間 色の 関 係

了 （元素）五行の相互作 位 色 間色＿ ．…

水

ゴ
火を消す

儂羇 を弸 北 黒 、 （黒赤）

火

金を溶す

  を弸 南 赤 紅 （赤白）　　　　 一　　　 ．

金

木を毀す

髄が精を鮒 西 白 墜 （白青）

木

土 を蔽う

鯖 が土董を克す｝ 東 青 （青黄）

土

水を吸う

匡跡螺を克す｝ 央 黄 貝 （黄黒）

文字とがある ，表慧文字とは象形文字を含んで，事物

の状態を示 した文字であ り ， 大部分の正色の色名がそ

れ に属する ；形声文字は形 と音 とを同時 に示 した文字

である 。 大部分の 間色がそれに属する 。

　表意文字は 例え ば白は 日の上に光っ て い る状態であ

る。黒は火のけむ りが薫ずる色 で あ り，文字そのもの

は火が炎上 っ て 煙突に出て くる象形文字である 。 赤は

大 と 火 と の 上 下 に 組み 合わ せ る文字 で あ る か ら
， 真 っ

赤な 色 を意 味す る 。 青 は福 田
8）

に よ る と 「も と は

「生」と 「丼，」（井戸の 中に清水の たま っ たさま）を合

わした文字」で ある 。 黄は土地の色で あるから，田を

組み 入れる 。 玄は初生児が大人 に覆われ て 隠れた状態

であ D ， お く深く遠 い さま で あり ， 収縮性 ， 後退性の

色 で もあ る 。 灰 の 意昧は手に取れる 火 で あり，つ ま り

火が灰になる色である こ とを意眛する 。

　形声文字 は例えば間色 の 色名 の 緑 ， 紫 ，紅，緻，紺 ，

縹などで あり，そ れらは全部が糸偏で あるから，ほと

んど染めることと関係 している 。 形声の 「形」はそれ

らの 偏を表わ し ， 形声の 「声」はそれ らの 音を表わす。

例えば，紅と い うと ， そ の 左側の 糸は 「形」で あ り，

糸偏 で ある ；その右側の 工 は 「声」で あ り， 発音で あ

る。勿論 ， 以上の正色 と間色は，今 日に至 っ で ， す で

に具体的 で はな く ， 抽象的 にな っ て きた 。

　間色 の 色名を安易 に い う と，混 色 に よ っ て出来た色

の色名であ り， まず赤，黄，青の正色は互 い に灑色し

て ， 緑 ， 縹 ， 紫の 主要的な間色とな る 。 白と赤 ， 黄 ，

青と は そ れぞれ混合すれば，紅，皇 t 縹とな る 。 黒と

赤 ， 縹 ， 黄 ， 青とそれぞれ混合すれ ば， 殷 ， 緻 ， 綟 ，

紺 ， 鷲となる 。 グレイもまた青緑と混色 して 蒼 となる 。

　中国語にあ る 基本色名にある 正色 と間色はともに方

位や五行な どを意味する 。 「周 礼」には 「東方が齋と

言 い ， 南方が赤と言 い ， 西方が白と言 い ， 北方が黒 と

言い，天が玄と言い，地 が黄と言う 。 」と書 い て い る 。

だから 間色を複雑に 言 うと，五 行の色の 相互作用の結

果 で ある。古代皇帝の服装を記する 「玉 藻正 義」と い

う書に は 「五 方 の 間色 は緑 ， 紅 ， 碧 ， 紫 ， 驪 黄で あ

る」と書い て い る，こ こ の 驪 黄は オ リーブ に当る 色名

である 。 また 「木青が土青を克して，東方間色が緑 で

あり ， 緑が青黄 で ある 。 火赤が金自を克 して ， 南方間

色が紅 で あ り，紅が紅白で ある 。 金 臼が木青を克して，

西方閤色が碧 で あ り， 碧が白青 で ある 。 水黒が火赤を

克 して ，北方 間 色が紫 で あ り，紫が黒赤 で ある 。土黄

が水黒を克 して，中央 間色が騾黄で あ り，驪黄が黄黒

で ある 。 」と言 っ て い る 。

［二二二二＝ ＝ 二二二：＝ ＝＝＝二：1 9 ［＝ ＿ ＿ ＿ ＿ ．．一．＿
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　碧に つ い て 段氏注は 「金 臼が木青を克する色で ある

から，（碧の中に）自という文字が入 っ て いる 。 」と言

っ て い る 。 また仏教から言うと ， 五 つ の 方位の 間色 は

紫，紅，緋，緑の，騾 黄で あ る 。

　5。色名進化論の閂題点

　さらに西洋の心理学 で いうと，か つ て ケイ とマ クダ

ニ エ ル （P．Kay ，0 ．　K．　McDaniel）は蟇本色名の

性質 に つ い て こ う 言 っ て い る
日｝

：「それ は つ ね に 基 本

反応力テゴリ
ー

の交わ り （theimte 「3eotions 　of

tundame 〔ta1 「espon ＄e 　 oategO 「ie＄）を名

づけるの で ある 。」また 「将来英語にある幾つ か の 基

本色名で な い色名は，つ ねに 基本反応力 テ ゴリ
ーの交

わ りを 名づけ る こ と が 可能 で ある 。そ れ らの色名 が 基

本色 名 にな る で あ ろ う 。 即 ち ア ク ア／夕
一

コ イ ス

（緑十喬）， マ ル
ー

ン／バ
ー

ガ ン デ ィ
ー

（黒 十赤）， シ

ャ ル トルーズ／ラ イ ム （黄十青）がそれに属する 。」

とい っ た 。 それ らの色名 はほとん ど原色を指示するも

の で はな い が，将来はや はり基本色名になる で あろう ，

ち ょ うどブ ラ ウン や ピン クのような色名と似 て い る 。

　古代中国 にある低彩度の基本色名はバー 1
丿ン とケイ

の色名よ り多く出て くる 。 低彩度の基本色名の中に，

殷 （赤 ＋黒）， 蒼 （灰 ＋ 青緑）， 紺 〔青＋黒）などは今

日の台湾で も使っ て い る が ， 紺な どと い う色名は今El
の 日本語で も使っ て い るが，バーリン とケイはそ れ ら

に当る基本色名を載せ て いない 。 実際に バー
リン とケ

イ の 基本色名の 数の 決定が ， も しただ各民族 の 基本色

名の数からの 綜合的な推測で あ る な ら，中国語や 日本

語 と い う歴史の長 い 言語 に含まれて い る基本色名の種

類を見のがす こ とはで きな い 。

　内川の謌査 による と
旧〕

， ［0人の被験者す べ てに用

い られた色名 は基本色名 とmizu の 1？色名だ けで あ り，

こ の 12色が基本色名の 特徴q｝を完全に満足 して い る こ

ととな る 。 」この中の m に uは水色で あ り，ケイ とマ

クダニ エ ルの い うアクア で もあろう，こ れ は英語のよ

うに将来 「基本色名 になる で あろう」で はな くて ， す

で に 基本色名に な っ て い る で あ ろ う が ， バー 1丿 ン とケ

イは注意しなか っ た。

　 こ う い う中国語 と 日本語 にある低彩度の色名か ら見

ると ， 全世界の各民族の基本色名は果 して 目種類で あ

ろうか？　バ
ー1丿ンとケイは，日本語の色名 には白，

黒 赤 ， 緑，黄；青，茶，紫，茶，桃，灰 ある い は鼠

（haiiro　o 「 〔ezumiiro ）があるから ， レベ ルの高

い も の だ と 嵩 っ て い る 。 実際 に 内川 の 調査 に は，冂0

人の被験者す べ てに用 い られた色名」は赤 ， 緑， 黄，

青 ， 茶 ， 紫 ， ピ ン ク，白，水 の 9個 しか な い が，「だ

い だ い とオレン ジ，桃とピン ク，灰とグレイをそれぞ

れ 同
一

の カ テ ゴ リーに 属す る も の とする と
， 10人 の 被

験者すべ て に用 い られなくても，例えば灰 とグレイが

用 い られ た 人数を合わせ て計算すると ， やは り日種類

の基本色名が出て くる」と著者は言う 。

　スタン ロー博士 （D 厂．James 　 Stanlaw ）の調

査 に よる と
， オ レン ジ

，
ピ ン ク ， グレイがだ い だ い

，

桃，灰 とそれぞれ異な っ て いる 。 つ ま り， 外来語の色

名が意味す る 色 の 明度 が伝統色名の それ よ り高くな

る
11）

。 ま して茶，桃，灰 ，鼠は全部慣用色名であるか

ら，規準  に合わない こ とに なるだろう 。 実際 に中国

語 の色名の後進性が決められ た 原因の
一

つ は ， そ の 基

本色名には ， 自，黒，紅，黄，緑，藍 しかな い，その

色名の 中の は，グ レイなどに相当する ものがない と見

られる から で ある 。 中国語に は灰色があっ て も，それ

は前述のash に相 当するもの に過ぎな い と見抜 かれ

たから ， 規準  に合わな い と考えられた 。

　 こ こ ま で論 じるの は，バ
ー

リン とケイの 中国語の 基

本色名に つ い ての見方に対する訂正だけでな く，彼ら

の基本色名そのものの定義 に対 する疑問視も含ん で い

る 。

　かつ て ス タ ン ロー博士は個人的なコ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ

ン の中で バーリ ン とケイの色名進化論に つ い て その意

見を示 した 。 即ちその色名進化論は特に ア ジアに関す

る部分 に つ い て い ろ い ろ な面 で確か に 欠点が存在 して

い る こ とを完全に指摘して くれた 。 そ して こ の こ とは

彼が数年の間 にずっ と主張 した 意見 で あっ たが ， ただ

彼の着眼点は標準中国語か ら で はな く，日本語か らで

ある 。 そうす ると ， これはも う
一

っ の根拠 で ， 色名進

化論が適切 で な い 部分を証言 して くれ て い る 。

　日．中国語 にある色名の発展

　古代中国には約 BOIOOD年か ら基本色名が使われ始

めたが ， 5 つ の 正色 は全部 BO10DO年か ら BO72D 年

まで の 間 に 出現 した色名で あ る 。 そ し て 正 色が全部出

たBO72D 年に間色が出始めた。「孟子」が現 われる

BO2BO年か らは色名の前 にfl多飾語を付す こ とが使 い

始め られた 。 そ し て 「周礼」が現われるや BO200 年

以後は ， 基本色名自身の組み合わせる慣用色名が初め

て使わ れた。ざ らに 「淮南子」が現われ る BO120 年

以後は ， 慣用 色名が大量に見 られるとともに ， 中国語

の 色名発展の 初め て の ピーク に も達 した 。 ま た西暦紀
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元以後 は ，

II

貨用色名がさ らに大量 に 現われた 。 こ の 時

期で は抽象的な基本色名も増え て い るが ， 嚼える量が

慣用色名に及ばなか っ た 。

　実際 に古代中国語 は BC300 年こ ろ，すで に完璧な

言語哲学が出 て きた。当 時 の 有名な 学者蔔子 はその

「正名」と い う論文の 中で こ う言 っ て い る 「事物を概

括 して 名付 ける時に，そのと っ た概念が同 じなら同名

を付け て い る が，そ の と っ た概念が異なるならば異名

を付けて い る ……
。 万物が多くて も ， 概括的 に呼ぶな

ら ， 例えば r物』と呼ん で い る 。 こ ん な時，出来る だ

けす べ て の事物を概括 しなければな らない。ま た万物

を
一

々呼びた い な らば ， 「鳥 獣』な ど で 呼ん で いる 。

鳥獣な ど と い う の は分 類の 呼び方 で あ り，こ んな時 ，

出来るだけす べ ての事物を細分 しなければならない 。

そ して分類で きな い所ま で細分 しな ければな らな い
。」

こ こ で 色名から 見 る と，基本色名は概括的な名詞 で あ

り，慣用色名 は細分的な名詞である 。

　そ こ で も し古代中国語の発展 プ ロ セ ス を整理すれば

次のよう になる 。

　（1：1正色の色名の 出現 ：例えば 「詩經」に ある赤，黄，

青，黒 ，自で あ る。

　  閤色の 色名の 出現 ：例 えば 「論語」などにある紫，

緑 ， 縹 ， 紅 ， 繰，陰などで ある 。

　（3修 飾語 の 付 い た色名の出現 ：例え ば 「孟子 」にあ

る深墨などで ある 。

　〔4：鏖 本色名の組 み 合わ せ の出現 ：例え ば 「周 礼」に

ある 青白，赤白，赤黒 ， 青黒な どである 。

　〔5）事物名の付い た色名の 出現 ：例えば 「周礼」にあ

る火赤 ， 「淮南子」に ある 黴黒 （か び の 黒 ），青懃 （ね

ぎの 緑）などで ある 。

　こ の発展の プ ロ セ ス は大体コ ルナ
ー

ラ ッ プ と ワ ン ス

チ ャ
ー （A ．Kornerup ，」，H ，Wa ∩soher ）らが

い う英語の色名発展に近 い
12｝

。 彼らの発展の プ ロ セ ス

に ある 色 名の 現われ 方 は ，
1：1庄 要基 本色名 （pr［一

冂［a 「ybasio 　 n8mes ）：赤，黄，緑，青，黒，白

な ど ，
1：2）グレイ ， ブラウ ン，オ レ ン ジ，マ ジ f．t［Zン タ，

紫など，（3廛 本色名 の 組み 合わせ ：黄緑，青黒など，

〔4）修 飾語の付い た色名 ：うすい 青，ふか い 黒，緑みの

青など ， 〔5庸 物名の付い た色名 ： レモ ン ・イ エ ロ
ー

，

ベ ル リン ・ブル ー，ス プ リ ン グ ・グ リ
ー

ン など 。 そ し

て中国語 の 正色 ， 間色の数 は英語の基本色名とは少し

出入 り があ り，また両者 の 〔3）14）の 順序も互 に 逆 に な る

が，全体から見 る と，あま り変わ ら な い 。 バ ーリ ン と

ケイの い わゆる標準 中国語の 後進性 は 晃 ら れ な い 。

　 しか し中国語の 基本色名の中には ， 時代 によ っ て ，

変化し た 場合も あ っ た 。 例え ば緋，殷，蒼，紺は 今 日

まで標準中国語 に使われるが，縹，皇，綟，縹，鷲 は

標準中国語にはあまり使われな い
。 その

1

膺況は現代イ

タ 1
丿ア語の 色名が古代ラ テ ン語よ り少い場合と同じで

ある
旧〉

。 後世 になると ， 縹 は橙 に ， 赤は紅に，諏 は褐

や茶に，青は藍に，陰も灰 に代え られた 。 勿論 ， 前述

のように他に潰用色名が大量に現われた 。

　 いずれ に して も，標準中国語 と古代中国語はともに

バーリン とケイ の 目種類 の 基本色名を備 える 。それ ら

の 色名が意味する 色相と明度がバ
ー

リン とケイよ り広

い だけでな く，その意昧する彩度もも っ と広い 。

14）
っ

まり色空間はバ
ー 1

丿ン とケイのそれよ り広い。

　そ して古代中国語の 色名には ， よ く繊 細な表現を し

て い る 。 前 述 の 周礼考工 記 に あ る ト 回染め れば，源

といい ，
二 回染めれば， 頽 と い い，三 回染めれば，縹

と い う」と言う記録は ， 実際にまた 引続 き 「四回染め

れば，朱と い い，五 回染 め れば，繰 と い い，六 回 染め

れ ば， 玄 と い い，七回染めれ ば，緇 （真 っ 黒）と い

う 。 」と書い て い る 。

　即ち，四回目ま で は赤 系の 鉱物性染料で繰返 して染

めて い くと，彩度がだんだん高くな り，色相と明度と

も変 っ て い く。源 ， 頽 ， 縹 ， 朱は異なる暖色 系の色彩

を表示する色名 で ある 。 そ して 五回目以後は，また黒

糸の鉱物性染料でそれを繰返 して染めて い くと，明度

がだんだん低 くな る ， 色相と 彩度も変 っ て い く。緻，

玄，緇も異な る低彩度 の 色彩を表示する色名 で ある 。

　 そ こ で， 色名の使用がかなり複雑で ある こ とが見 ら

れ る から ， 古代中国語 の 基本色名［911種類しかない 訳

で はな い 。 実際に ， 古代中国には ， す で に少な くとも

白，黒，黄，朱，玄，赤，青。緑，紫，緻，紅，縹，

縹 ， 綟 ， 碧，紺，陰，殷，鷺
……など20種類ぐ ら い が

存在して い た。 その中にバ
ー 1

丿ンとケイの ll基本色名

と対応す る 古代中国語 の 色名は白，黒，黄，赤，青 ，

緑 ，紫 ， 繰 （B 「own ）， 紅 （Plnk ）， 繻

（Orange ）， 陰 （Orey ） で ある 。
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